
































































(Putnaml 993=2001 :200-206）。 Putnamは、 SCがあれば、社会の自律的統治能力が高まり、
社会問題の解決を政府に拠らずに行うことが可能であることを理論づけたのである。こう


















































































そこで、本稿は 2つ作業課題を設定するO 第 iにPutnamの論稿に立ち返り、 「市民の
自発的協力」がどのような位置づけにあったのか再確認する。第2に、それに基づき、ガ
バナンスの文脈における SCをめぐる研究上・政策上の課題ついて検討する。































14制度パフォーマンスに「市民共同体Jへの近接が関係しているという第2の仮説は、 G.A. Almond and 
Sidney Verba ( 1963）による『現代市民の政治文化（TheCivic Culture）~に刺激を受けたものである。
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・ Robert D. Putnam, , with Robert Leonardi and Raffaella Y. Nanetti ( 1993) Making democracy work 
civic traditions in modern Italy, Princeton University Press （河田潤ー訳『哲学する民主主義一一伝統
と改革の市民的構造』 NTT出版、 2001)
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